



ピエール ・シェフェールの学際的な音響理論 とGRMの 実験・実践に通底する社会学的思考を、 そ の 学
際性の射程範囲を限定することによって明らかにする。この目的のため、シェフェールの主著 『音楽オブジェ





ピエ ール ・シ ェ フ ェー ル の 主 著 『音 楽 オ ブ ジ ェ論Traite des
Objets Musicaux』(以 下TOM)は 、 音 響 心理 学や 音 楽 記
号 学 な ど学 際 的 内容 の 論 考 で 構 成 され 、執 筆 され た 当 時 は未
だ 命 名 され て い な か っ た様 々 な 学 問領 域 へ の萌 芽 的 な 広 が
りを持 って い る。この 話題 は 、フ ラ ン ス本 国 以外 で の シ ェ フ
ェー ル 受 容 研 究 の 中で も指 摘 され て い る。た とえ ば 、ブ ライ
ア ン ・ケ イ ンは 、シ ェ フ ェ ール が ア クー スマ テ ィ ック な経 験
に関 す る ピタ ゴ ラス と現 代 の 状 況 を 比 較 して い る こ とに 言
及 して 、 反歴 史 的(anhistoricisme)思 考 の 現 象 学 と音 響 に 関
す るカ ル チ ュ ラル ・ス タデ ィー ズ の萌 芽 をTOMに 読 み 取 っ
たi。 ま た 、 ケイ ン と同様 に ア クー ス マ テ ィ ック とい う用 語
を議 論 した ジ ョナ サ ン ・ス ター ン は 、音 源 を見 る こ とな く音
を聴 く、 とい うア クー スマ テ ィ ッ ク状 態 と連 動 して 、バ リ
ー ・トル ア ックス に よ る分 裂 症 的 音 響 現 象(schizophonieii)
や マ リー ・シ ェー フ ァー のサ ウ ン ドス ケー プ ・デ ザ イ ンに 言
及 して 、も とも との音 響 の コ ンテ クス トと は異 な る電 子 音響
音 楽 の 生産 を議 論 す るhi。 ま た 、 ジ ャ ン=ジ ャ ック ・ナ テ ィ
エ が 、著 書 『音 楽 記 号学 』 の基 礎 と な る 中立 的 レ ヴェル の解































シェフェール 自身のテキス トと実践は必ず しも対応 して
いないが、テキス トを現在までの受容史での広がりも含めて
読むならば、創作現場の問題はTOMで 記述 されたい くつか
の議論と重な りあ うのであるから、テキス トの解釈 と活動実
践を同じレベルで考察対象 とすることも可能であろう。
以下、本稿第二章ではTOMの 概略を振 り返 り、「聞くこ
と」に関する基本理念からコミュニケーション論への結節の
糸口を確認する。第三章では、その基本理念の基盤 を支える








2.TOMに おける 「聞 くこと」の意味付け
TOM初 版は1966年 に出版され、その後2回 改訂された。






ル ・シオンが書き始めたのが、1982年 出版のGuides des
0Objets Sonores(以 下GOM)で ある。シオンとい う、シェフ
エ ー ル に 最 も近 い音 楽家 の一 人 に あ っ て さえ 、概観 書 作 成 の
委 嘱 か ら出版 ま で10年 も の月 日を要 と した 、・iiとい う事 実
だ け もTOMの 重 さは推 し量 られ よ う・iii。
GOMに はTOMに 多 数 掲 載 され て い る図 の うちの 五 つ が
採 り上 げ られ て い る。(a)「 聴 取 の機 能 」、(b)「 聴 取 の 志 向
性 一 覧 」、(c)「recherche musicale(「 音 楽 研 究 」 の意 味)の
プ ログ ラ ム 」、(d)「 音 楽 オ ブ ジ ェ類 型 学概 略 」、(e)「 音 楽 オ
ブ ジ ェ の ソル フ ェ ー ジ ュ 便 覧 」 で あ る。(a)～(e)そ れ ぞれ の
TOMの 該 当箇 所 を表 ・1に 示 した 。 この うち 本稿 で は(a)(c)
に 関 して 、本 章 及 び 第 三 章 で 詳 述 す る。
表 ・1GOMとTOMの 付 表 対応
*1(a)はTOM116に 示 され るが、その骨格はTOM113に 示 され る。
TOMで は 、 ネ ア ンデ ル タ ー ル の 人 類 史 か ら<musique
concrete>の 時代 ま で を音 楽 的道 具 と人 間 の 思 考 との 関 わ り
を軸 に概 観 す る第 一 巻 に続 き、 第 二 巻 で 、 「聞 く」 こ との 分
析 が 、科 学 的 分析 と人 間 の(聞 くた め の)意 図 との 関 わ りに
お い て吟 味 され る。表 一1(a)はTOM113が 措 定 す る4種 類 の
「聞 く」 を土 台 と して 論 じられ る。TOM113とTOM116を
も とに図 一1に4種 類 を示 した 。
図 一1シ ェフ ェー ル に よ る 四 つ の 「聞 き方 」
具 体 的!現 実 的 な 聞 き方 と して(1)ecouterと(2)ouir力 弐、抽
象 的 な 聞 き方 と して(3)entendreと(4)comprendreが あ げ
られ る。(1)ecouterは 、音 が そ の 指 標 とな る よ うな 出 来 事 、
原 因 を 聞 くの で あ り、(2)ouirは 騒 音 知 覚 上 で 音 響 オ ブ ジ ェ
を 聞 くこ と と定 義 され る。(3)entendreは 何 らか の 資 質 を 帯
び た知 覚 上 で音 響 オ ブ ジ ェ を 聞 く こ とで あ り、
(4)comprendreは 記 号 を通 して伝 達 され る意 味 を 聞 く。この
四 つ は 図 一1で 示 した とお り、 右 上 か ら 時 計 回 り に 、(1)
ecouter、(2)ouir、(3)entendre、(4)comprendreと 並 べ ら
れ る。前 述 のGOMの 第 一 付録 図 「聴 取 の機 能 」 と して選 ば
れ 、(a)の 骨 格 を表 わす こ の有 名 な 四分 割i・は 、J・」.ナテ ィ エ
が音 楽 記 号 学 の 出発 点 と した 分 類 で あ り、シ ェ フ ェ ール 自身
は次 の よ うな ワ ン ・セ ンテ ンス で 四つ の 差 異 を、効 果 的 に ま
とめ てい る。







生む。また、<ecouter>の モー ドには 「日常的/専 門家的」、









客観的に 「聞くecouter」 ことは音響が鳴 り響く場面を想起
させるが、他の三種の 「聞く」ことも包摂すれば、鳴り響 く
場面を切 り離 して音楽オブジェの構造化を促 し、伝統的聴取
および実験的聴取の両方に関して、統合、類型学、形態学、
分析とい う四つの局面において様々な研究手法を取ること
が 可 能 にな る・ii。こ う して 「聞 く」 こ と は、音 響 と人 間 の 関
わ りを社 会 現 象 と して扱 う学 際領 域 へ と道 を 開 い た。
　 次 章 で は 、シ ェ フ ェー ル の音 響 分 析 を決 定 づ け る社 会 性 の
射 程 を さ らに 限 定す るた め 、TOM第 二 ～ 三 巻 で 説 明 され る
コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンに着 目 し、コ ミュ ニ ケー シ ョン とい う社
会 性 が<recherche　 musicale>を 通 して 論 じ られ る過 程 を検
証 す る。
3.「 聞 くこ と」 の 分 析 を支 え る　 <recherche　 musicale>
3-1.<recherche　 musicale>の 学 際 性
　 「聞 く」 こ との 四分 類 は、客 観 ・主観 的 、抽 象 ・具 体 とい
う第 一段 階 の 二項 対 立 と、文 化 ・自然 、 日常 ・特 殊 専 門 的 、
とい う第 二段 階 の 二項 対 立 に よっ て 、 「聞 く こ と」 に 、 よ り
高 次 の社 会 性 を獲 得 させ て い く。そ して 「聞 くこ と」 に適 用
され た 学 際 的 分 析 方 法 は 、1960-70年 代 に シ ェ フ ェ ール と
GRMの 根 幹 を 支 え る<recherche　 musicale>が 導 く必 然 の
手 法 で も あ った 。<recherche　 musicale>が 文 化 行 政 の ス ロ
ー ガ ン だ っ た か ら で あ る
。 そ こ で 、 本 節 で は<recherche
musicale>の 当該 時期 の活 動 を概 説 し、音 響 分析 の 文化 背 景
を考 察 す る。
　 1948年 以 来<musique　 concrete>の 手 法 で 作 品 を発 表 し、
美 術 、演 劇 、放 送 技 術 、心 理 学 、視 聴 覚 芸術 な どの分 野 との
学 際 的 研 究 を進 めて い た シ ェ フ ェー ル は 、GRMC(Groupe
Recherche　 de　la　musique　 concrete)に お い て 、録 音 した音
をテ ー プ 速 度/走 行 方 向 の 制 御 や テ ー プ 上 へ の物 理 的 操 作
に よ っ て加 工 して再 録 音 や 多 重 録 音 な ど に よ っ て編 集 す る
手 法 を発 見 ・発 展 させ 、それ ま で音 楽 の構 成 要 素 で あ っ た旋
律/和 声/リ ズ ム で は な く、新 しい性 質 と して記 述 され る素
材 の 「新 しい 聞 き方 」に 基 づ くく電 子 音 響(electroacoustique)
音 楽 〉を1955年 に確 立 した。 そ して1958年 に は、 フ ラ ン
ス 国 営 放 送 内 にGRM(Groupe　 de　Recherches　 Musicals)が
設 立 され る こ と とな る。
　 GRM設 立 以 降 の 行 政 ス ロ ー ガ ン と して の<recherche















の技術 と理念に基づ く電子音響音楽は、パ リのみならず、マ
ルセイユ(GMEM)ヽ ブールジュなどのGRM流 の小スタジオ
に波及 した・i・。






てのサ ウン ドデザ イ ンや 、音 の立体 提示 法 として の
<acousmonium>、 マルチメディア ・スペタクルなどである。









ン だ った 。 これ は<recherches　 musicales>の 伝 統 を新 しい
社 会 美 学 と合 流 させ る もの だ と言 え るxvi。
　 こ の期 間 中 の1975年 、大 統 領 プ ロジ ェ ク トで あ るポ ン ピ
ド ゥー セ ン タ ー の 音 楽 部 門 と してIRCAM(Institute　 de
recherches　 et　coordination　 acoustique/musique)が 設 立 さ
れ 、 ブ ー レー ズ が 初 代 所 長 に就 任 し たXV--。1970年 代 に は
IRCAM、 　GRM、 　SACEMが 連 携 し、<recherche　 musicale>
は 、音 楽 の 普 及 や 放 送 、創 造 の た め の 社 会 的 技術 的 環境 を整
え る方 向へ と進 み 始 め る。
　 そ の コ ンセ プ トは第 三 の 時 期 に実 行 され る。1980年 代 に
は 、 芸術 の た め の 「社 会 的/技 術 的 環 境 を整 え る」 と い う
<recherche　 musicale>本 来 の 目的 が 実行 され た 。 実 際 、音
楽 創 造 以 外 の 広 い分 野 に 向 か っ て 音 楽 研 究 は広 げ られ た の
で あ り、作 曲 家 た ち が公 衆 の 中 へ入 っ て い くた め の活 動 が公
的 に援 助 され た 。
　 以 上 の<recherche　 musicale>展 開 の うち 、 第 一 期 の事 業
活 動 はTOMに お け る 「聞 く」 こ との分 類 の背 景 とな り、第
二 期 以 降 は教 育 や 創 造 の 実 践 の場 で 思想 的 基 盤 とな っ た 。
TOMに 関連 す る 時代 と して 、第 一 期 ～第 二 期 初 期 にお け る
GRMの 主 な 活 動 を表 一2に 示 した 。
　 表 一2はGRM設 立 前 か ら続 行 され て い た オ リジ ナ ル 機
材 ・技術 の 開発 と作 品 へ の応 用 に並 行 して 、公 的 機 関 と して
のGRMが 公 共 性 目的 で 行 った 教 育 ・普 及 プ ロ グ ラ ム を掲 載
し、専 門性 と普 遍 化 、創 造 と市 民 参 加 とい った 二 方 向 の 関係
を 年 代 別 に一 覧 させ て い る 。 こ の二 方 向 の 関 係 にお い て 、
1960年 の<recherche>祭 や1963年 の く集 団 コ ンサ ー ト〉は 、
GRM初 期 活 動 の 中で も極 め て 特徴 的 で あ る。 これ ら実 践 の
場 で の 経 験 がや が てTOMの 核 とな っ て い く。　TOMに お け
る<recherches　 musicale>へ の直 接 の言 及 箇 所 につ い て は次
節 で 論 じる。
3-2.TOMで 記 述 され る<recherche　 musicale>
　 TOMで は<recherche　 musicale>が どの よ うに理 解 され 、
論 じ られ て い た の だ っ た か。TOMの 序 章 で は 、初 めて 行 う
新 しい音 楽分 析 研 究 と して 、作 品で は な く材 料 と して の 音 響
表 一2　 GRM初 期 活 動 と<recherche　 musicale>
サル ・ド ・ガ ヴォで2ト ラ ック磁気
テ ープデ ッキ と1ト ラ ックデ ッキに
よ る3チ ャ ンネル初コ ンサー ト。
そご で音楽 への新 しいアプ ローチをかかげ よ う。 それ はかなり長 い間 、何世代も の研究者 が立 ち向かわねば ならない、仕事となろ う。 こ
のプロ ジェクトと 方法 を概観して実 行 し始 めようと することだけ でも、す でにか なり野 心的 なことだ。 いわば最 初 の一歩 が研究 の枠 を
決 めるの であり、 アブロ 一チのプロ グ ラムを進めていく の であり 、最終的結論 のまと めを方 向づけてし まう の である。
ただ次 のように 言う ことは できよう。 言葉 の最も 一般的使い 方に お いて。 二 つの極、 つまり材料 の研究 と作品 の研究という二 面に よっ
て音楽 の調査 が進 められ、我々はとり わけ材料研究 を行 っ てきたの であ る。 しか しなが ら、 この二 つを きれいに 分 け てしま うと、単純 な
まところか ら複雑 な ところまでの構造 を文節化 する基本的合意 あるいは出発時 点では ど うしても単純には見せ な いよ うな基本的 含意を忘
ノれてし まうことにもな ろう。我 々は 、 どのよ うな レヴェル であ るにせよ、 こうした関係 の中に入って いか ざるをえ ないのであり 、 下のほ
うの レヴェル よりも上 の方 の レヴェルに アプ ローチする。精神と耳に お いて、作品全体に オ ブジェの役割 を常に保 持 していこう。オ ブ ジ
ェに つい ては、それが置かれた コンテキスト か ら独立 させ て個別 に、個々のも のにむきあっ て扱 うことが できる。 だ から、この書物全 体
にわた って、伝統的音楽 、原始 的音楽 、エ キゾ チックな音 楽、現代音楽 などなどを様 々に取り 扱 うことも、驚 くこと ではないだろ う。 し
か しなが ら、我々 の研究対 象 の外に あ る言語に おけ るの と同 じほどの レヴェル では、様 々な音楽 のあれ これ のために参考に なるも のを見
つけ られは しない だろ う。
こ うした態度に つい て考え違い を してはな らない。非常に 一般的 な音楽経験に あるよ うな、作品 や、作家 と聴 衆の市民性とい った実在性
や定常的 な付随事項 を想定 するのみな らず、当然 のことなが ら、ここ でオ ブジェに関 して試 され ること よりも 更に決定的 であ ると ころ
の、調査 の後に な って起こ ること 、あるいは 同時 に起 こることの諸段階が整理されね ばな らない。 これほ どに限定 された段階に関 して何
が可能 で何 が不 可欠なのか、 ここで言 ってお く必要 があろ う。 それに つい ていく つか の理由 を見て み よう。
∂ノ ひとつには、 言語に おいて オ ブ ジェは高度 な レヴェルで非常に 複雑な 意味 を持 つとい うことに よっ て、 それ ぞれ異 なる「自 由度」
を持つ複数 の学問 の さらな る分化 を段階 づけて 行 っ てい くことが可能 なよ うに思え るのであ る。 ヤコブソ ンが 言 うよ うに、言語 単位 の結合には
、自由 の上向 きの諸段階 が存在 してい る。音素 の輪郭には特異 な結 びつ きが 存在 しているの で、個 々の話者 の自 由は無いに等 しい。
目下起こっ ている言葉 のなか で使う ことの できるあ らゆる可能性は 、す でにコード によっ て確立 されてい る。 つまり音素結合 の自由は限
定 されてい る。音素結合 の自由は 、言葉 を生み出す ことに関し て周辺的状況に よって限定 を受け る。 言葉 か らフ レーズ を作りだすこと に
おいて 、話者 が被 る強制力はもっと小 さい。最 終的に 、発話 された フ レーズの結合に おい て、 シンタッ クス の強制的規則 の働 きはストッ
プするの であり、典型的 な発話 の数 を侮 っ てはな らな い。
言語 と伝統的音楽 を並行的に 考え ることは容易 だ。音楽 を結合す る自由度 は、器楽 の 言語 を駆使す る作曲 家にと っての自 由度 より
蕩髙いということはない。器楽 の 言語とは 、オ ーケスト ラの音 が与え られ る、 というこ とであり、声楽 の音 が与え られ ても同様 の こと
であ る。 オ ーケスト ラのr言葉 とい うのは音符 の ことであり 、新語 に属す る領域 で新 しい情報 を得 るこ とが できる。新領域 とは、
た とえば ゴング あ るいは、革新 を経験 して図 々 しくなり 、抵抗す る力 となっ てオ ーケスト ラに入り込 んだ音 波、 とい ったも の である。
礫音楽のフ レーズは 、明 らかに音 階、旋法 、和 声学な どに依拠してい るの であり、 それは 、言語 の フ レーズ がシンタッ クスと の関連 に
よって中間的自 由r半自由 の状況 にあるのと同じ である。最終的に 、音楽 の発話は最 終コメ ントの中に入 ってい る。これは とりわ
グけパターン化 され ている。カ デンツ、応唱 、伴奏 、解決 といったも のがそれ で、 その 一方 、現代音楽に よ ってあ らたなパ ターンも提 示 さ
カれている。
最初 のコメ ン トを示 してみよ う。電 子音楽 であれ コンク レート音楽 であれ、あ るいはも っとシンプル に、全 て、あ るいは強固 に構築 さ
力た シス テム の一部 を打 ち壊す現代音楽一 般であれ、 あらゆる新音楽 は、論理的 に築 かれ た根拠 を持 つよ うにも見 え ず、聞 きや すくも思
われ ず、そ もそ も理解で きるよ うに も思 われ ない。 すべ ては根本的 にや り直すべ き もの であり 、発展 や進展 にお もねるよりも 、過 去 との
連続性を持 ってはい ない とい うことを自白 するほ うが賢明 だ ろう。
わノ この、言語 と音楽 のパ ラレリズ ムを拒 否 しなけれ ば ならな いの であれ ば音楽 教育 が、音楽 の理論 と音楽 の作曲 の分離 を伝統的 に継
承 してきた とい うことを思い 出 すべ きだろ う。作曲 のた めの伝統的 な法則 の基礎 となり うる もの と、それ を覆 した りそれ に取 って代わ っ
た りする ものとを、我々の関心事 の中 で分離 させることに よってのみ、真価を発揮 する音楽上 の使用 法 を取 りもどすことが できるだろ う。
我 々の音楽理論 は、即座 に音階 、音程、調性な どを応用 するよ うなソル フェー ジュ ・クラス での理論 よ りもずっと論理性 を欠 くものであ
る。 まだ まだ我々は手前の レヴェル にあ るの であ り、それ 以上に、未 だ一度 も、聞 くことを行 うことか ら切 り雛 すことを決心 していな い、
器楽
の関心事 と同じ ところにた ど り着 こう。
oノ さて三番目 の理 由に入 ってい こう。 これ が我々 を準備試験 へ と導い て行 く。音楽 的 なる もの が物理的 な音に しっか りと結 びつい て
いるよ うに見え るの であ るか ら、 まずは これ か ら調 べるこ とが重 要だ。 すでに見 たよ うに、言語学者 は音 声器官 に興味が 無 く、 また解 き
放か もしれ ない様 々な音 声 オブ ジェ に も興 味が ない。 これ と同様 、音楽 の基本 的調査 は、我 々が作 り方 を知 っ ているよ うなサウ ン
ドの再 テス トをパ スする。逆 に、ネ アンデル タール時代か ら変わ っていな い音声装置 とは達 って、音楽 の音を生 み出 す方法 は、あ る時代、
ある文明 と他 の時 代 ・文 明 との間に違い があ るわけ ではない。散文的 にコメ ン トしな ければな らない。 が、音楽的 な ものは 、重 要なこと
に、音楽 を実践 する 方法に依存 してい るとい うことを、 しば しば忘れ てしま う。聞 くことの重 要さを奪わないも の であ り、そ して、音声
的な ものにお けるのと同様 、音楽 におい て諸文明 が明白性 を取 り戻 す ところ で、常に直感的 に選択 している。
限定 され てはい るが、我々の調査 は、実験 室 レヴェル では、 まずは器楽 を、そ して耳 を満た す行程 の第一段階 のよ うに現れ ることはな
い。 そ して次 に、補足的 な様相 、っま り、この仕事 が作曲 、聴 衆との関係 、異文化 の素材 に直面 することな どの局面に与え る影 響 を保持
してい くことになろ う。オ ブ ジェ と諸要 素の構造 とにお ける限定が、高度 なことやい くば くか の複雑 さが存在 しているとい うことを示唆
しているの であるか ら、作 ることと聞 くことに関 する考察は、研究 の集団的性格 と不 可分 であ り、研究 を取 り囲 む社会的 コンテキス ト、
文化的 コンテキス トか ら も分 け られ ない。 ここで問題 なのは架空 の命題 ではな く、善意 で もな い。以 下(=TOM本論)で は、オブ ジェ その も
のには向 き合わ ず、 コミュニケ ー ション とい う目的 、と りわけ集団的 コミュニケー ション とい う目的 を持 つの で、組織化 され た ひとつの
研究を見 せることが できよ う。
を対象に、種々の自由度を持つ複数の学問方法を適用するこ
とが提唱されている。表・3に該当部分TOM35・38を 訳出し
た 。このテキス トでは、言語学からのヒン トを確認 した う
えで、言語 と音響 という分析対象の違いを比較検証 し、音響




ルが音を 「コンテキス トか ら独立」させたことは、言語にお






切 り離 して研究対象とする。一方、学際的な方法 として言語
学をモデルにすることに関して、言語の複層的構造が様々な



































は、 シ ェ フ ェー ル が 「音 楽 オ ブ ジ ェobjets　 musicaux」 と呼
ぶ と こ ろの 音 素材 の 特 質 を指 す の で あ り、それ は シ ェ フ ェー
ル 独 自の 分類/形 態 学 に 沿 っ て認 知(聞 き取 り=ソ ル フ ェー
ジ ュ)さ れ る。 シ ェ フ ェール に よ る分 類/形 態 学 の座 標 は 、
音 の 量感 、強 さ、音 色 、そ れ らの 変 化 形 、保 持 の状 態 、の 五
項 目を 、類 、属 、種 の三 段 階 に分 け る も ので 、そ こ で は 「種 」
は 、音 楽 構 成 のた め の有 効 要 素 と して 高 さ、強度 、持 続 とい
う三 次元 に分 け られ 、要 素 間 の相 互 関係 が示 され る・i・。
音 の 形 態 的 要 因 に 基 づ く空 間 性 表 現 は ソル フ ェー ジ ュ を
通 じて獲 得 され る の で 、そ の ソル フ ェー ジ ュ にま つ わ る 「聞
き方 」の 社 会 性 は 、い くつ か の サ ウン ド作 品 で 、公 共 空 間 に
設 置 され る社 会 デ ザ イ ン の コ ン セ プ トと して社 会 に コ ミ ッ
トした 。
4.TOMの コ ミュ ニ ケ ー シ ョン論 とGRMの 音 楽 実験
4-1.コ ミュ ニ ケー シ ョン基 盤 と しての 「レフア レンス 」
第 二 、第 三 章 で 論 じた よ うに 、シ ェ フ ェ ール とGRMに お
け る<recherche　 musicale>は 、創 作 者 グル ープ の組 織 化 、
サ ウン ド及 び 専 門 的音 楽 創 造 の公 共 性 、環 境 デ ザ イ ン、音 楽
の普 及 、音 の形 態 的 要 因 が 左 右 す る空 間 デ ザ イ ン等 の 方 向 で
社 会 性 を獲 得 して い っ た。 これ を 受 け 、本 章 で は、シ ェ フ ェ
ール がTOMで 想 定 した 学 際 性 と言 語 学 を援 用 した こ とに
よ る知 の広 が りが、コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン論 に 関 して 具体 的 に
何 を受 け継 ぎ、どの よ うに統 合 され た か を考 察 す る。そ こに
は 、学 術 的 論 理 展 開 を越 えた 、実験 や 創 作 に基 づ く経 験 的 な
直 感 も 多 分 に 反 映 さ れ て い た 。 す な わ ち 、1948年 の
<musique　 concrete>創 始 以 来 、GRMC、GRMで シ ェ フ ェ
ー ル が 仲 問 た ち と繰 り返 して きた 音 の 実験 、集 団 で の創 作 実
験 、観 客 へ の デ ィ フュ ジ ョ ンの研 究 な どに基 づ い て 、こ の新
しい 音 楽創 作 が 関 わ る学 際 的広 が りが 思 索 され た。実 験 や 経
験 か ら帰 納 した 、音 響 オ ブ ジ ェ、構 造 、言 語 との 関わ りに関
す る シ ェ フェ ール の言 表 を表 一4に 訳 出 した。
表一4TOMに おける 「音楽的経験」の言及箇所畑
音楽的経験 の目指す ところ：オ ブジェ、構造 、言語
今だか ら言え るが 、（ミュジック ・コンク レー トを考 えた）最初 の時 点で、私た ちは この特殊 な現象 の虜 にな った。い ったい どん な体験 だ
ったか と言えば好奇心いっ ぱい で個人的 な経験 だっ た の であ る。 つま り、磁気 テープに閉じ込 め られ た音は、知 覚の、 もう一つ卿 のパ
ースペクティ ヴの 中で再発見 され た のであ り、 その結果 、聴覚 のこうし た情熱 が再認識 され 、 こうし た熱心 な探究心 が再 確認 された の で
あ る。 この聴覚経験 は、目 ではは っき り見え ないが、 カメ ラによって 、スローモー ション、拡大図 、顔、 物体、動 きと して視覚 イメ ージ
が発見 され る状況 に似ている 。 こう して、何年 もの間、才 ブジェ ・ソノール の発見 が私 た ちの関心 を奪 ったの であ り、私た ちの研究 を刺
激 したの である。
こう して、音楽研究 に限定 を与え ること で、オ ブ ジェは役 に立 つ もの という考え方 や、その使用 法について の根源的 な逆説を 忘れ る
こととな った。す なわ ち、オブ ジェが構造 へとグループ 化 され るやいなや、 もとのオブ ジェ自 体 と しては 忘れ 去 られ、 よ り集まった集 合
体 と しでの価値 しか持たなく な る。 これは また、日 常言語 におい て経験す ることと同様 、 ナイ ーヴな思想 を孕ん でのる。 っま り、私 た ち
の 習慣的経験 でのオブ ジェは、与え られた ものだ と思 われ るのだ。実際 には、オ ブジェを知 覚 してい るのではなく 、我々に、それ と同
定 させ るところの構造 を知覚 している の である。構造 それ自体 は、 もとの音を聞いた 時 点では、我 々 を決 して驚かせ ないの である。我 々
の聴感覚 が目 覚 めている限 り、途絶え るこ となく 音を聴いてい るの であ り、その ことは、いつ の時代、 どの文明か、 とい ったこ とに関係
なく真実 なの であ る。
諸々 のオ ブジェか ら構造 へ 諸 々の構造 か ら言語 へ といったよう な連鎖 が続い てい る。 この連鎖 は、我 々が実 によく知 っている もの
であ り、自発的 に発生す る もの であ り、我 々が そ こに縛 り付け られて いるよう な、不可欠 の もの であ る。 そこ で、磁 気テープの第 二の局
面 を発見す る。 磁気 テープは、 音を作 り出す機械 として最初 に使 った ものだ った。 そ して音を集め ること、た とえ ば新 音楽 のための新 し
〃いオブ ジェ を作 り出す ことの機械 として使 った。 また して も、研究 に とっては、音を観察す る機械 であ り、脱 コンテキス ト化 し、伝統
の的なオブ ジェ を再発見 し、伝統 的な音楽 を以前 とは異 なる耳 で、ある いは新 しい耳 で、 できるだけ 条件の枠 をは ず して聴きなおす機械 と
な るのであ る。
もっと も、使い 方 の不均等 について は、よく理解せ ね ばな らない。作 る、あ るいは 音響 を分折す ることにお いて さえ 、テープ レコーダ
は、実験 室 の器具 な のか、 あるい は発 音のための弦楽 器 なのか。 と もかく も基本的 な レヴェル で機能 してい る。 ではオ ブ ジェは どうなの
か考えて み よう。聴く という ことの観 点か ら言えば、 テープ レコーダー は、耳 の準備 をす る装置 であ り、耳 に、ス クリ ーンのよう な受 像
装置 を備え させ る もの であ り、 耳にシ ョックを与え 、耳を覆う仮面 をは ぎ取 る もの であ る。 耳は他 の音響 装置同様 、聴く ことにおけ る思
考 の働 きを強い ざるをえ ず、新しいコ ンテキス トによ って聴く ことの道 を整え るよう な もの であ る。 テープ レコーダー のおかげ で、人 は
1聞くノ ことにおいて 、なぜ 、いか に、 そ してどんなふう に レファ レンス（先祖 のこ と、伝統的 な もの、 習慣的 な もの、自 然にあ る もの、
など を要求 しているのか を1問うよう になる。
このメカ ニズ ムは 驚く べき もの であ り、テ ープ レコーダ が、習慣的 な コンテキス トとは異 な るところに耳 を置く という謎 めい た問題 の
惹意味 を考えて み ること もできよう。 テープ レコーダは録音し た もの を忠実 に再現す るの ではないの だろう か。 この単純 で驚く べ き現象 は、
技術 上 の問題 ではない。 この ことを理 解す るために、さらに、言語 学におけ る音韻（ フォネ ティッ ク）研究 の方法 に先例 を探して みよう。
テープ レコーダは 、音のカッ トを取 り、音の面 に直面 させ るの で、 音そ の もの、 その素材 と形 態 に注意 を向け させる働 きをす る。 この
、点、技術 の問題 を除け ば:言語 の素材 におけ る働 きに酷 似 している。文脈 にお い てのみ 言語 を扱 うために、テープ レコーダに よ って得た
よ うな智慧 を得 るには、不 可能 とは言わぬ まで も極め て困難 であ る。,意味 の流 れや諸要素 の機能 は 、非 常に決定的 な力 を持 っ ている とい
欠うことを、基 盤構造 が解 き明かす。 この驚 くべ き発見 に至 るまでに、発 生 され るオ ブジェ を忍耐強く構築 していく必要が あった。 あ る言
誇語で発声時 に明瞭 で意味深く 話 され るの であれ ば、別 の言語 では、異 な る音素 の音が発 生 された とき、 しば しば非 常によく似てい るよう
に聞こえ る。極端 に言え ば 音韻 学は音声 を取 り扱 うの であ る。R.フ ランセ も言 うよ うに、音楽知覚 は、物 理 学者が言う聴 取audition
とはほ とん ど共通 点がない 。 この二律背 反 で満足し なけれ ばな らな いの でろうか。 この二項対立 を正 当化 すれば、サウ ン ドと音楽 の間 に
分離 が生じ 、あたか も、音声学 と音韻論 の間 の区別が難しい のと似 ている。
一般 言語 学は以上 のような考察 を
、諸 言語 に関 して何十 年 もの間 続け てきた。 そ こでは、伝統的な 言語 学者 た ちが示 した よ うに、 一つ
または複数 の言語 を参照す ることによっ て諸 言語 を十全 に説 明す るこ とは できなか った。 音声的材料から機能的 、 音韻論 的単 位 に至 るま
で、相 互関係 を説明す る座標 が存在 してい る。 もちろん 、音楽 と言語 の間の直接的 パ ラ レリズ ムは疑問視 されう るだろう。 という の もの、
醗感覚に結 びつい て勝手に動く部 分があ り、 シニ フィアンとシニフィエ の自由 な関係 が成 立 しているか らであ る。 こごで記号 という言葉 を
便使うのは、音楽 の音符 は常に勝 手な任意 性の外 にい て私た ちが感覚 で捉え る物理 的デー タ である必要 があるか らだ。 この点 で先達 とは対
立す る表 明が な され よう。す なわ ち音楽 はサウンド か ら演繹 され る。 こうし た議論 は、こ の書物全 体 に呼応す る もの であ り、音楽 の根源
の的な二面 性 という結論 へと導い て行く の であ る。そし てこの二面 性は、同 時に 音楽へ の関心 を引きつけ る もの であ り、音楽 の神秘 を呼 び
遭起こすものな の である。 だか ら音楽オ ブ ジェには、物理世界 との相関 で客観的基 礎 を発見す ることにな ろう。し かし また、実際 に予想 す
るよ りも遥 か に大き な絶対 的自 由度 を もっ て感覚 を選ぶ ことにな る。 どのよう な ソル フェ ージュのシンボル も物理的サウ ンドを 表わす の
み でなく 、比較的任意 性の髙い記 号、音楽的 イデ ー を表すこ とにな る。
<musique concrete>以 来 の 電子 音 響 音 楽 が 、録 音 した材
料 を脱 コ ンテ キス ト化 して 再 構 成 し、そ の プ ロセ ス で種 々 の
参 照 事 項 を要 求 して い く点 に つ い て 、 表 一4訳 出部 分 で は 、
シ ニ フ ィア ン とシ ニ フ ィエ とい う、ま さに コ ミュ ニ ケー シ ョ
ン記 号 論 の 用 語 を使 用 して い る。実 際 、シ ェ フ ェー ル の 言 う
「レフ ァ レン ス 」が コ ミュ ニ ケー シ ョン を可 能 にす る。共 通
基盤 とな る 「レフ ァ レンス 」が あれ ば 、オ ブ ジ ェ を構 造 化 し
て い くプ ロセ ス は 、個 人 で は な く集 団 で 実 施 す る こ と も可 能
だ っ た。 こ う して、音 響 研 究 は社 会 的 「レ フ ァ レ ンス 」研 究
を必 須 と した。 「レ フ ァ レ ンス 」 の製 作 と実 践応 用 は 、 コ ミ
ュ ニ ケー シ ョン論 の再 検 討 を経 て 、ま ず集 団 的創 造 に お い て 、
次 に、 公 共 政 策 の分 野 で 実 現 され た 。
以 下 で は コ ミュ ニ ケ ー シ ョン と集 団創 造 ・公 共 性 につ い て 、
そ れ ぞ れ4-2、4-3で 論 じる。
4-2.TOMに け る コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの 学 際 性 と社 会 性

















と認 知 され る作 品 で あ る。」xxiiiパ ー ス や ナ テ ィエ に通 ず る、
この極 め て記 号 学 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョン観 は、同 時 に 、作
曲 家 の創 作 条 件 を構 成 す る複 雑 さが い か に社 会 共 同体 に根
ざ して い る か 、を も意 味 す る。語 の本 来 的 な意 味 で 、共 同 体
(commune)に 根 ざす コ ミュ ニ ケ ー シ ョン は 、 あ る ひ とつ
の文 化 の 中 で、あ るひ とつ の 言 語 の 中で の み 意 味 を な し得 る
の で あ る。
コ ミュ ニ ケー シ ョン に 関す る この 認 識 を、シ ェ フ ェ ール は
<musiqueconcrete>創 作 に援 用 した。 録 音 され 、 も とも と
の音 発 生 の脈 絡 か ら切 り離 され た 音 響 オ ブ ジ ェは 、シ ェ フ ェ
ー ル やGRMが 持 っ て い た
、ひ とつ の 文化 圏 と して の共 同意
識 に支 え られ た 聞 き方 に よ って 、音 楽 オ ブ ジ ェへ と構 造 化 さ
れ て い くxxi・。 こ の構 造 化 は 時 間 軸 上 で の 音 響 デ ザ イ ン で あ
るが 、同 時 に、音 素材 が 鳴 り響 い た 実 空 間 か ら作 品 の 内在 空
間へ と音 響 を抽 象 化 す る こ とで あ り、作 品 が イ ン ス タ レー シ
ョンや サ ウ ン ドサ イ ン とい っ た 形 を と る場合 に は 、そ の 内在
空 間 が 再 び 現 実 空 間 へ と設 置 され る こ とを意 味す る。
4-3.集 団 創 造 、 公 共 政 策 、 公 共 デ ザ イ ン
4-3-1.集 団 コ ンサ ー ト
TOMを は じめ とす る シ ェ フ ェー ル の著 述 で の 「集 団 性 」
に つ い て 、GRMで の シ ェ フ ェー ル の 後 任 フ ラ ン ソ ワ ・ベ イ
ル は 「シ ェ フ ェ ール の もつ れ たテ ー マ のテ キス トか ら読 み 取
る こ とが で き る集 団 性 へ の志 向 」XXVと 言 っ て い る が 、前 章
ま で に論 じた社 会 性 の一 側 面 と して の 「集 団性 」」は 、「個 を
追 求す る作 曲家 た ち が 、自分 が 属 す る組 織 の整 備 とデ ー タ 蓄
積 の た め に創 造 を行 った 、歴 史 上 で も稀 な 事例 」xxviと評 さ
れ て い る。
集 団性 とい う用 語 は 、GRMで 行 わ れ た 特殊 な演 奏 会 形 態
の一 つ で あ る 「集 団 コ ンサ ー(concert collectif」 とい う表 現
に 印象 的 に使 われ てい る。コ ンサ ー ト運 営 が本 質 的 に共 同作
業 で あ る こ とを 、フ ラ ン ソ ワ ・ベ ル ナ ール ・マ ー シ ュ は 「熱
狂 、即 興 、忘 我 、この い ず れ も集 団 的性 格 と言 え な くも な い
が 、 これ らの形 容 句 を コ ンサ ー トに 当て は め るの は 、 一 見 、
冗 語 法 の よ うに 思 われ る 」xxviiと言 った が 、GRMに は確 か
に特 異 な プ ロセ ス が あ つ た。
「生 産 よ りも重 要 な 生 産 的 活 動 」xxviiiと呼 ばれ た こ の プ ロ
セ ス は 、道 徳 的創 造 教 育 の ひ とつ と して頻 繁 に 開 かれ た 「打
ち 合 わせ 会 議 」を経 て 、役 割 分 担 制 に よ る製 作 の試 行 錯 誤 に
よっ て進 む。 一端 は 《Concerto Grosso》 プ ロ ジ ェ ク トとも
名 付 け られ た この 共 同作 業 を 、1959年 春 の毅 階 で は、 シ ェ
フ ェール は 、音 響 オ ブ ジ ェ を 「聞 く」こ とに よ って 音 をカ テ
ゴ リー化 す る、 「ソル フ ェー ジ ュ ・コ ン ク レー ト」 の 方 向 に
向 か わせ よ う と考 え て い た。
最 初 の シ ェ フ ェ ール の計 画 か ら2年 半後 、1961年10月
に 、集 団創 作 の プ ロジ ェ ク トは再 開 され た 。集 団 コ ンサ ー ト
の 各 回 の 内 容 と 当事 者 マ ッ シ ュ の コ メ ン トを表 一5に 示 した 。
上演 時 間1時 間 の集 団 作 品 を創 作 す るた め に 四種 類 の 素
材 、す な わ ち、1.六 つ の グル ー プ の楽 器 群 の音 、2.一 つ の
新 しい 楽 器 の 音 、3.あ らか じめ 録 音 され た 管 弦 楽 の音 、4.
『ソル フ ェー ジ ュ の本 』に よ るカ テ ゴ リー に 基 づ く電 子 音 響 、
が使 われ る が、第 四の 電 子 音 響 は 、シ ェ フ ェー ル が構 造 へ の
認 識 諸 レベ ル と して 分 類 した五 つ の カ テ ゴ リー罫i・か ら組 み
立 て られ る。第 五番 目の サ ンプ リ ング は 、複 数 の音 響 を、 ミ
キ シ ン グす る よ うに多 層 化 して い く もの で あ り、 「集 団 コ ン
サ ー ト」の 経 験 の さな か に あ っ た マ レ ック は 、この 電子 音 響
構 成 の 手 法 を、ザ グ レブ の ビエ ン ナ ー レで初 演 され た管 弦 楽
作 品 《Sigma》(1963)に も応 用 して い る。 こ の 時期 に 多用 さ
れ た の は 、モ ン ター ジ ュ 、ポ タ ン シオ メ ー タの プ レイ 、ア タ
ッ クの 入 れ 替 え 、ル ー プ な どの構 成 手 法 で あ る。シ ェ フ ェー
ル がpremier journalに 書 き 残 し た よ う に 、 最 初 期 の
<musique concrete>が 短 い 時 間 単 位 で 素 材 音 響 を獲 得 す る
傾 向 が 強 か っ た の に対 し、こ の 時期 に は比 較 的 長 い 音 響 連 続
体 を獲 得 す る こ とが課 題 とな っ て い た。
「集 団 コ ンサ ー ト」の プ ロジ ェ ク トで は 、計 画 を 開始 した
シ ェ フ ェ ール 本 人 は 、音 響 の形 態 学 や カ テ ゴ リー 化 の ほ うに、
さ らに は 、オ ー デ ィオ ヴ ィ ジ ュエ ル や 民 族 研 究 の 方 向へ と向
か っ て い っ た の で あ り、マ ー シ ュ の よ うに、一 貫 して 創 作 す
る者 と して 関 わ っ たGRMメ ンバ ー は 、 「経 験 」 と 「直 感 」
シェフェール は、GRMでConcertoGrossoの 冒険的で危険に満ちたプ ロジェク トを進 める事 を発表 した。ここでめ
ざす こ とは、 「ひ とつ のスタイル を生み 出す ことで あると同時に、オー ケス トラのよ うな実演 を統率 してい く、苦楽
を ともにす る共 同体 と才能 を見つ けることであ る」。 これが 「ソル フェージュ ・コンクレー ト」 とい うオブジ
ェ ・ソノール のカテ ゴリー化 を促 した。このプ ロジ ェク トは、い つた んは忘れ られたが2年 半後、異 なる形で現れ た。
とを共通のキーワー ドにした創作者集団として、創作の基盤






43-2.<recherchemusicale≦ の 公 共 政 策
ラ ジ オ の 世 界 を越 え て<recherchemusicale>が 広 く知 れ
渡 っ た き つか け は、1960年 春 、 サ ル ・ガ ボ ー で 開催 され た
〈recherche祭 り〉で あ る。 この フ ェ ス テ ィ ヴ ァル で は 、イ メ
ー ジ研 究 グ ル ー プ(GRI) 、 技 術 研 究 グル ー プ(GRT)、 批 判
研 究 グル ー プ(GRC)と と もにGRMが 多 くの テ ー マ で議 論
に参 加 した が 、な か で も、フ ェ ス テ ィ ヴァル の 主催 者 代 表 で
あ った シ ェ フ ェー ル の 以 下 の コメ ン トは 、集 団 コ ン サー トの
プ ロ ジ ェ ク トが進 行 しつ つ あ る こ の 時期 のGRMの 理 念 を
象 徴 す る もの と して よ く知 られ て い る。
「人 間 か 自然 か 、誰 が い った い 音 楽 家 な の か 考 えて み よ う。
い や 、も っ と正 確 に言 え ば 、人 が 音 楽 を起 こ し、人 が 音 楽 を
聞 く と きに 音 楽 が 始 ま るの で あれ ば 、我 々 の 耳 を貫 き聴 覚 を
貫 くの は 音 楽 しか な い。」xxxi
『素材 回 帰』 と題 され た こ の講 演 は後 に ラ ジオ で も放 送 さ
れ た が 、1ケ 月 間続 い た祭 りで は 、12の 会 議 と6つ の コ ン
サ ー トと技術 デ モ ン ス トレー シ ョン 、実 験 映 画 の 上 映 が 行 わ
れ た。こ の 四つ の研 究 グル ー プ の複 合 的 フ ェス テ ィ ヴ ァル は
そ の後 数 年 続 き 、や がて ビエ ンナ ー レ開 催 や テ レビ放 送 制 作
の研 究 サ ー ビス に受 け継 がれ て い っ た。
電 子 音 響 音 楽 の 素 材 と技 術 を 芸 術 的 価 値 と して 活 用 す る
た め 、1961年 に行 政 的 に 明確 に<recherche　 musicale>の 目
標 と して か か げ られ た の が 、 「創 造/探 求 」 とい う標 語 だ っ
た。 た だ し、 こ こで の 音 楽 は、 「複 数 の 音 楽 」で あ る。61年
に 、GRMと して初 め て の サ ウン ド ・デ ザ イ ンが フ ラ ンス ・
ア ンテ ル 放 送 のテ ー マ ・サ ウ ン ドと して パル メ ジ ャ ー 二 よ っ
て製 作 され て 以 来 、サ ウ ン ド ・ザ イ ンや サ ウ ン ド・シ ン ボル
はGRMの 作 品 ジ ャ ンル と して重 要 な も の とな る が、空 港 や
パ リ市 内 交 通 機 関 な ど実 際 の 公 共 空 間 と仮 想 の公 共 空 間 で
あ る ラジ オ 放 送 の ど ち らで も機 能 す るサ ウ ン ド ・サ イ ン は 、
作 曲 者 の名 前 を 強 く 打 ち 出 さ な い 作 品 と して 、 「匿 名 の
GRM(1egrmsanslesavoir)」 と総 称 され 、公 共 性 と集 団 性
を 具 現 した 音 響 と な る 。TOMの 中 で シ ェ フ ェ ー ル は 、
「(recherchemusicaleが 向 き合 うの は)素 材 とい う面 か ら
の 音響 探 求 で あ り、音 響 オ ブ ジ ェ を 、も と も とそ れ が 属 して
い た コン テ キ ス トか ら引 き離 して 、また 、創 作 と切 り離 して
理 論 的 に音 響 に 向 かお う とす る とき 、我 々 はヽオ ブ ジ ェ そ の
も の に 向 き合 うの で は な く、集 団 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン と して
の オ ブ ジ ェ に 向 き合 っ てい る」xxxiiと述 べ た の だ っ た。
フ ォ ンテ ン ブ ロー 現 代 記 録 保 管 セ ン ター の 資 料 に基 づ い
て<recherchemusicale>の1958年 か ら91年 ま で の推 移 を
考 察 した ア ンヌ ・ヴェ トル は、シ ェ フ ェー ル と初 期GRMが
築 い た 、 作 曲 と音 楽 創 造 を支 え る環 境 と して の<recherche
musicale>が 国 家政 策 の カ タ ログ に入 っ て き た の は1969年 、
す な わ ち ポ ン ピ ドゥー 大 統 領 の 在 任 期 で あ っ た と して い る
が 、69年 か ら74年 の 時 期 に は 、 クセ ナ キ ス が 率 い る
EMAMuや ニー ス のCIRMが 音 楽部 局長(Direction　 de　la
musique)マ ル セ ル ・ラ ン ドフ ス キ の 音 楽 政 策 の 中 で支 援 さ
れ てい る以 外 に は、未 だ と りわ け 大 き な 変 革 が 無 か つ た とい
うこ と も事 実 で あ る。確 か に1970年 に政 府 管轄 の音 楽 部 局
が 開設 され て 以 来 、 「公 共 性 」 の標 語 の も と、音 楽 家 た ち に
支 援 が も た ら され 、<recherchemusicale>は 政 治 的 に も強
く意 識 され た とは い うもの の 、74年 よ り も前 の 時期 に は 、
音 楽 と純 粋 数 学 の 結 び つ きが か ろ うじて 興 味深 く思 われ 、し
か も そ の研 究 の 責 任 者 で あ る クセ ナ キ ス が 繰 り返 し助 成 を
中 し 出 た とい う事 実 が 重 な っ た こ と に よ っ て 、 よ うや く
EMAMuが 国 家 的 援 助 の 一 つ の 方 向 と して 見 えて き た とい
う程 度 の もの で あ っ た 。<recherchemusicale>が 大 々的 に
取 り上 げ られ て 、公 共 政 策 の面 で 明 らか な方 向性 を見 せ た の
は1975年 以 降 で あ る。
1975年7月 ア ン ジ ェ に て 言 明 さ れ た<recherche
musicale>の 国 家 政 策 の 中 で圧 倒 的 に 支 持 され て 始 動 した
IRCAMが 、研 究 を地 方 に散 らば らせ る こ と はな い 、 と 中央
集 権 的 位 置 づ け を 明確 に打 ち 出す 一 方 で 、複 数 主 義 ヽ脱 中 央
化 の社 会 情 勢 か ら、当時 音 楽 部 局 の 最 高 責任 者 で 後 に ポ ン ピ
ドゥー ・セ ンタ ー長 に な っ た ジ ャ ン ・マ ウ は、す で に 存在 し
て い た ブ ー ル ジ ュGMEBと マル セ イ ユ のGMEMに 加 え て 、
メ ッ ツ、 グル ノー ブ ル 、ニ ー ス 、ボル ドー 、ス トラ ス ブー ル
に もセ ン ター を開 設 す る、とい う文 化 社 会 的提 案 を 打 ち 出 し
た 。
シ ェ フ ェ ー ル の影 響 が 強 か つ たマ ル セ イ ユ で は 音 楽 院 の
電 子 音 響 音 楽 ク ラ ス 第 一 期 生 が<recherchemusicale>を リ
ー ド し
、 フ ェ ス テ ィ ヴ ァル の伝 統 を 築 い た ブ ール ジ ュ で は 、
GRMで 学 ん だ ク ロジ エ が 、パ リに継 ぐ第 二 の電 子 音 響 音 楽
の発 信 地 を め ざ した。
IRCAMが 始 動 した 後 のGRMは 技 術 と創 造 を結 ぶ 美 学 や
人的組織論に力点を置き、IRCAMと は異なる広が りを見せ
た。1974年 の構想から10年 をかけて音響編集ソフトウェ






独 自性 として音楽上のインフラ構造と人間的創意の源 とを
掲げた。また、ミシェル ・シオンは、「<recherchemusicale>
が多 くの人に とって新種の楽器製造と等 しくなって しまっ
て」もはや創造者ではない研究者が音楽を研究すると問題を





























た 「コンサー ト・プロムナー ド」は、「耳に潜在する空間意
識」を実際に鳴 り響く空間としてデザインしたものだ。またヽ
GRM第 三期以降盛んに製作 され るようになった放送局の
シンボル音や空港のサイン音のデザインは、空間意識を変化

















さ2種 、強度2種 、持続2種)を 横軸にして 「図41」xxxivと




「図42」 脇vと して 、 「オ ブ ジ ェの 特 徴 一 覧 の モ デ ル 」 を示
して い る。 そ こ で は 、発 音 の き っ か け(電 子 音 源 、楽 器 、 コ
ン ク レー ト音)、 録 音(ス タ ジオ 、録 音 ブー ス)、 ス タ ジ オ で
の操 作(モ ン ター ジ ユ、 トラ ック化 、ポ タ ン シオ メー タ、 リ
バ ー ブ 、 移 置 、 反 復 な ど)、 技 術 的 記 録 保 護(ト ラ ッ ク数 、
コ ピー とオ リジ ナル 、一般 的情 報 な ど)の 四項 日が 提 示 され
て お り、き わ めて 実 践 的 な 内容 が 示 され る。す な わ ち 、電 子
音 響 音 楽 の創 作 に とっ て は 、機 材 開発 や ス タ ジオ 環 境 整 備 、
そ して作 品記 録 保 護 ま で 、総 合 的 な 体 制 が 必 要 で あ る こ とが
示 唆 され る。 こ こに は 、創 造 環 境 の整 備 とい う集 団 性 ・社 会
性 へ の方 向 が指 摘 で き る ので あ る。音 響 社 会 学 の視 座 は こ の
事 象 に対 して も有 効 だ と思 わ れ る。
5-2.近 年 の シ ェ フ ェー ル 研 究 と音 響 社 会 学(socio-acoustic)
の 視 点
最 後 に、近 年 の シ ェ フ ェ ール 研 究 の 中 で の音 響 分 析 の社 会
性研究に触れる。近年のシェフェール研究での大きな成果の
ひとつ として、データベースEARSが ある。EARSを 創始





















,　L'objet　 sonore　 maintenant:Pierre　 Schaeffer,
sound　 objects　 and　 the　 phenomenological　 reduction.
Organized　 Soun　 d　12　 (1)2007.pp.15-24.
ZZ　Schizophonieは マ リ ー ・シ ェ ー フ ァ ー が1969年 の 著 書
ZThe New Soundscape: a handbook for the modern music
teacherに お い て 使 用 した 用 語 で 、 電 子 音 響 的 に 再 生 され る
音 を 元 の 音 か ら 切 り 離 し た 状 態 を 意 味 し て い た 。Frank
Dufourは 、 元 の 音 と の 切 り離 し と い う 点 が 、 ミ ュ ジ ッ ク ・
コ ン ク レ ー ト と音 響 エ コ ロ ジ ー と を 分 岐 す る ポ イ ン トで あ
る こ と を 指 摘 し て い る 。Frank　 Dufour,<Musique
Concrete>as　 one　 of　the　 Preliminary　 Steps.　 to　Acoustic




Iv .Jean-Jacques　 Nattiez ,　 Musicologie　 generale　 et
semiologue.1987.
・EMS2008パ リ大 会 、　EMS2010上 海 大 会 に お い て も 用 語
法 が 議 論 さ れ た 。
VZ本 稿 、で はTOMに つ い て 下 記 を 使 用 し た 。　 Pierre
SCHAEFFERE,　 Traite　 des　 Objets　 Musica　 ux,　Edition　 du
Seul,1966!1977.　 な お 、 本 論 文 中 でTOMに 関 し て
「TOMnnn」 と 記 し た 場 合 はTOMの ペ ー ジ 番 号 を 表 す も
の と す る。
Vll　GOM　 p .13.
viii　GOMはTOMの ダ イ ジ ェ ス ト版 で は な い 。 む し ろ 、 入
門 書 と し て わ か りや す さ を 確 保 す る た め に 、TOMを 再 編 集
し 、 章 の 再 配 列 を 行 っ て い る 。 と りわ け 、索 引 整 備 や 辞 書 機
能 を 果 た す キ ー 概 念 の 解 説 は 、後 に 続 く 多 く の 研 究 の 助 と な
っ た 。な おGOMは イ ギ リ ス の デ ュ ・モ ン フ ォ ー ル 大 学 の リ
ー ・ラ ン デ ィ の リ ー ドに よ っ て
、2009年 、 ジ ョ ン ・ダ ッ ク
と ク リス チ ャ ン ・ノ ー ス の 共 同 作 業 で の 英 語 訳 され 、オ ン ラ
イ ン で 出 版 さ れ て い る。
i・ 下 記 書 物 で も20世 紀 音 楽 思 想 の 重 要 項 目 と し て 挙 げ て
い る 。Celestin　 Deliege:Cinquante　 ans　 de　 modernite
musicale　 I　de　Darmsta　 dt　a　1'IRCAM,2003.
X<Je　 vous　 ai　oufmalgre　 moi
,　bier　 queje　 n'aipas　 ecoute　 a
la　porte,　 mais　 je　n'ai　pas　 compris　 ce　que　 j'ai　entendu.>
TOM147.
XIさ ら に 第 七 巻 で は 、ひ と つ の 学 問 研 究 分 野 と し て の 音 楽 が 、
総 括 的 に 考 察 さ れ る 。
Xll　TOM369 .
X111これ よ り先
、1968年 に 、 音 楽 部 局 の 指 導 の も と 、 パ リ 国
立 高 等 音 楽 院 に 「基 礎 的 音 楽 と視 聴 覚 へ の 応 用 の ク ラ ス 」 と
い う名 で 電 子 音 響 音 楽 講 座 が 開 設 さ れ 、そ れ ま で の 実 績 か ら
GRMが リー ド し た 。 シ ェ フ ェ ー ル 、1967年 よ りGRM代 表 に な
っ た フ ラ ン ソ ワ ・ベ イ ル 、そ し て メ シ ア ン が こ の ク ラ ス を 主
に指 導 した こ とに よ って 、GRMで 蓄積 され た美 学や 技 法 が フ
ラ ン ス全 体 に浸 透 した 。
XIV　1982年 に 国 か ら経 済 的援 助 を受 け た23の<recherche
musicale>の 基 幹 セ ン タ ー で は 、創 造 とい う範 囲 を越 え て 多
角 化 し、教 育 や 普 及 が 前 面 に 出て きた 。各 所 の研 究 メ ン バ ー
は 、GRM出 身 者 又 は<electroacoustique>を 学 ん だ者 で あ
っ た。
xv本 稿 第 四章(4-2
,4-3)で 詳 述 す る。
XVI　GRMス タ ジオ と して 早 い 時 期 に 設 立 され た の は
、マ ル セ
イ ユ のGMEMと ブ ー ル ジ ュのGMEBで あ り、両者 は1982
年 か ら国家 支 援 を受 けた 。
XVZZ　1990年 代 以 降 の コ ン ピ ュー タ音 楽 創 作 環 境 と して 最 も
広 くユ ー ザ ー を広 げ た オ ブ ジ ェ ク ト指 向 プ ロ グ ラ ミン グ と
して のMAXは 、1988年 に はMIDIを 扱 うこ と とな った 。
XVZll　TOM　 35-38 .
癬R .マ リー ・シ ェ ー フ ァー は サ ウ ン ドス ケー プ研 究 の 出発
点 と して こ の分 類/形 態 学 に言 及 し、シ ェ フェ ー ル の 細 目を
全 面 的 に は認 め な い なが らも、音 に関 して の この よ うな 「名






XXIV聞き方 か ら作 品へ と至 るプ ロセ ス は 、GRMま た はGRMC
に お い て しば しば新 しい テ ク ノ ロジ ー を生 ん で き た 。 シ ヨ
ン ・フェ ル メ 、フ ォ ノ ジ ェ ンヌ 、モ ル フ ォ フ ォ ン とい っ た機
材 開発 に始 ま り、acousmoniumやacousmographな ど1970




,　GRIII"Le　 group　 de　 recherches　 musicales,
cznquarlte　 ans　 d'histozz°e.2008.　 p.349.
XXVII　Francois-Bernard　 MACHE
,　　 I、e　 《concert　 collectif》
Chronique　 d'une　 experience.1963,　 In　 La　 Revue.Musicale:










,　Une　 ontologie　 de　 la　musique　 concrete.






,　 Understanding　 the　 Art　 of　 Sound
Organiza　 tion.　 MIT　 Press,2007.　 pp.222-223.
XXXVU　 Leigh　 Landy
,　 Reviewing　 the　 Musicology,　 of
Electroacoustic　 Music.ln　 Organized　 Sound:　 An
International　 Journal　 of　 Music　 Technology　 4ω,1999.
pp61-70.
